
阿南農林第９５８号  

阿南市しいたけ燃油 高 騰対 策 支 援 金 支 給 要 領  

　（趣旨）  

第１条　この要領は、世界 情 勢 を 背 景 に 燃 油 価 格 が 高 騰 ・ 高止

まりする中、経営費に占 め る 燃 油 費 の 割 合 が 高 い し い た け生

産事業者等の経営への影 響 が 危 惧 さ れ る 状 況 に 鑑 み 、 し いた

け生産事業者等が購入す る Ａ 重 油 及 び 灯 油 の 費 用 に 対 す る緊

急的な支援を行うことに よ り 、 し い た け 生 産 事 業 者 等 の 経営

の安定を図り、もって持 続 可 能 な し い た け 生 産 活 動 を 推 進す

ることを目的として、徳 島 県 が 実 施 す る し い た け 燃 油 高 騰対

策支援事業（以下「県対 策 事 業 」 と い う 。 ） を 補 完 す る 形で

阿南市しいたけ燃油高騰 対 策 支 援 金 （ 以 下 「 支 援 金 」 と いう

。）を予算の範囲内で支 給 す る こ と に つ い て 、 阿 南 市 補 助金

等交付規則（平成３０年 阿 南 市 規 則 第 ３ 号 ） に 定 め る も のの

ほか、必要な事項を定める も の と す る 。  

　（定義）  

第２条　この要領において 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は、

それぞれ当該各号に定める と こ ろ に よ る 。  

  ⑴　燃料平均価格　施設 園 芸 等 燃 料 価 格 高 騰 対 策 事 業 費 補助

金交付等要綱（４農 産 第 ３ ０ ９ ２ 号 農 林 水 産 事 務 次 官 依命

通知）第４第１項第 １ 号 に 規 定 す る 施 設 園 芸 セ ー フ テ ィネ

ット構築事業（以下 「 セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 事 業 」 と い う 。）

における月ごとのＡ 重 油及 び 灯 油 の 全 国 平 均 価 格 を い う。  

⑵　基準価格　セーフテ ィ ネ ッ ト 事 業 に お け る 発 動 基 準 価格

であり、過去７年間 の Ａ 重 油 及 び 灯 油 の 全 国 平 均 価 格 のう

ち、最高値１年分と 最 安 値 １ 年 分 を 除 い た ５ 年 の 平 均 価格

をいう。  

　（支援対象者等）  

第３条　支援金の支給の対 象 と な る 者 （ 以 下 「 支 援 対 象 者 」と

いう。）は、県対策事業 の 支 援 対 象 者 で あ っ て 、 次 に 掲 げる



要件の全てを満たすものと す る 。  

　⑴　令和６年１月１日に お い て 、 以 降 引 き 続 き 阿 南 市 内 （以

下「市内」という。 ） に 事 務 所 を 設 置 し 、 し い た け の 生産

若しくはしいたけの 菌 床 製 造 を 行 う 森 林 組 合 、 森 林 組 合連

合会、生産森林組合 、 農 業 協 同 組 合 、 農 業 協 同 組 合 連 合会

、中小企業基本法（ 昭 和 ３ ８ 年 法 律 第 １ ５ ４ 号 ） 第 ２ 条第

１項第１号に規定す る 民 間 事 業 者 （ 以 下 「 市 内 取 組 事 業者

」という。）又は令 和 ６ 年 １ 月 １ 日 に お い て 、 以 降 引 き続

き市内に住所を有し 、 し い た け の 生 産 若 し く は し い た けの

菌床製造を行う個人 （ 以 下 「 市 内 取 組 実 施 者 」 と い う 。）

であって、県対策事 業 に よ る 補 助 金 の 交 付 確 定 を 受 け てい

ること。  

⑵　支援金の支給申請時 に お い て 、 市 税 を 滞 納 し て い な いこ

と。  

２　支援の対象となる燃油 （ 以 下 「 支 援 対 象 燃 油 」 と い う 。）

は、きのこ菌の培地の殺 菌 、 き の こ 菌 の 培 養 及 び 発 生 工 程の

加温に供するため、市内 取 組 事 業 者 又 は 市 内 取 組 実 施 者 が令

和６年４月１日から令和 ７ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で の 間 （ 以 下 「対

象期間」という。）に購入 し た Ａ 重 油 及 び 灯 油 と す る 。  

　（支援金等）  

第４条　支援金の支給は、 対 象 期 間 の 各 月 に お い て 、 当 該 月の

燃料平均価格が基準価格を 越 え た 場 合 に 行 う も の と す る 。  

２　支援対象燃油の単位数 量 当 た り の 支 援 金 額 （ 以 下 「 支 援金

単価」という。）は、次 に 掲 げ る 算 式 に よ り 算 出 さ れ た 額（

小数点第２位以下切捨て） を 限 度 額 と す る 。  

支援金単価（円／リ ッ ト ル ） ＝ （ 当 該 月 の 燃 料 平 均 価格

（円／リットル）－ 基 準 価 格 （ 円 ／ リ ッ ト ル ） ） × １ ／２

×１／２以内  

３　支援金の額は、各月の 支 援 対 象 燃 油 ご と に 算 出 さ れ た 支援

金単価に当該月の支援対 象 燃 油 の 購 入 量 を 乗 じ て 得 た 額 （１



円未満切捨て）の対象期間 内 の 合 計 額 と す る 。  

４　前号の算出方法によっ て 得 た 支 援 金 の 額 が ６ ６ ０ 円 未 満の

場合は、支援金を支給しな い も の と す る 。  

　（支給申請）  

第 ５ 条 　 支 援 金 の 支 給 を 受 け よ う と す る 者 （ 以 下 「 支 給 申 請 者

」 と い う 。 ） は 、 支 援 金 支 給 申 請 書 兼 請 求 書 （ 様 式 第 １ 号 ）

に 次 に 掲 げ る 関 係 書 類 を 添 え て 、 市 長 が 別 に 定 め る 期 日 ま で

に市長に提出し、その申請 を し な け れ ば な ら な い 。  

　⑴　誓約書兼同意書（様 式 第 ２ 号 ）  

　⑵　県対策事業実施要領 第 ６ の ５ に 規 定 す る 実 績 報 告 書 及び

添付書類の写し  

⑶ 　県対策事業による支 援 金 の 確 定 通 知 書 の 写 し  

⑷　支援金支給申請書兼請 求 書 チ ェ ッ ク リ ス ト  

⑸　市内取組事業者の所在 地 が 確 認 で き る 書 類  

⑹　前５号に掲げるものの ほ か 、 市 長 が 必 要 と 認 め る 書 類  

（支給決定等）  

第６条　市長は、前条の申 請 が あ っ た と き は 、 必 要 に 応 じ て調

査等を行い、当該申請の内 容 を 審 査 す る も の と す る 。  

２　市長は、前項の規定に よ る 審 査 に よ り 、 当 該 申 請 の 内 容が

適当であると認められる と き は 、 速 や か に 支 援 金 の 支 給 の決

定（以下「支給決定」とい う 。 ） を す る も の と す る 。  

３　市長は、支給決定を行 っ た 支 給 申 請 者 （ 以 下 「 被 支 給 決定

者」という。）に対して 、 支 援 金 支 給 決 定 通 知 書 （ 様 式 第３

号）により、その旨を通 知 す る と と も に 、 支 援 金 を 支 給 する

ものとする。  

４　市長は、被支給決定者 以 外 の 者 に 対 し て 、 支 援 金 不 支 給決

定通知書（様式第４号） に よ り 、 不 支 給 の 旨 を 通 知 す る もの

とする。  

　（支給決定の取消し等）  

第７条　市長は、被支給決 定 者 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る とき



は、支給決定の全部又は一 部 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

⑴   偽りその他不正な手 段 に よ り 、 支 援 金 の 支 給 を 受 け たと

き。  

⑵　前号に掲げるものの ほ か 、 支 給 決 定 の 内 容 及 び こ れ に付

した条件に違反し、 又 は従 わ な か っ た と き 。  

２　市長は、前項の規定に よ り 支 給 決 定 を 取 り 消 し た と き は、

支援金支給決定取消通知 書 兼 返 還 命 令 書 （ 様 式 第 ５ 号 ） によ

り、その旨を被支給決定者 に 通 知 す る も の と す る 。  

３　市長は、第１項の規定 に よ り 支 給 決 定 を 取 り 消 し た 場 合に

おいて、当該取消しに係 る 支 援 金 に 関 し 、 相 当 の 期 限 を 定め

て支給されている支援金の 返 還 を 命 ず る こ と が で き る 。  

　（雑則）  

第８条　この要領に定める も の の ほ か 、 支 援 金 の 支 給 に 関 し必

要な事項は、市長が別に定 め る 。  

　　　附　則  

　この要領は、令和７年３ 月 ３ １ 日 か ら 施 行 す る 。  

　　　


